
件
動
レ

FW
雰
文
句
日
心
理
1
u
λ
ち
れ
と
ー

二
ご
・
刀
巴
一
よ
さ
前
ヨ
じ

八

代

集

に

於

け

る

賀

歌

研
J

究

の江

崎

者！5

賀
歌
ば
「
ほ
ぎ
歌
」
の
発
展
と
し
て
、
「
古
今
集
」
以
下
の
勅
撰

和
歌
集
に
見
ら
れ
る
歌
の
分
類
の
一
つ
で
あ
る
ο

八
代
集
を
背
景
と

し
て
、
国
政
一
大
川
叫
に
よ
り
、
加
只
歌
を
部
立
、
数
の
上
か
ら
も
或
い
は

内
容
而
か
ら
眺
め
て
み
た
い
と
忠
う

Q

一
、
八
代
集
部
立
に
於
け
る
賀
歌

八
代
集
の
賀
歌
を
研
究
す
る
為
に
は
、
当
時
賀
の
部
に
対
し
て
ど

の
位
の
意
識
が
あ
っ
た
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
ο

そ
こ
で
各

都
立
を
調
べ
て
み
る
と
、
八
代
集
に
於
い
て
は
各
集
と
も
賀
の
部
を

有
し
、
し
か
も
、
問
－
李
の
部
の
共
に
配
置
さ
れ
て
い
る
、
但
し
、
後

撰
、
千
載
は
見
る
。
二
集
が
位
置
を
鼻
、
に
し
て
い
る
が
一
応
定
ま
っ

た
部
と
み
て
よ
か
ろ
う

Q

ニ
、
賀
歌
の
部
の
順
序

前
述
の
後
棋
、
千
載
を
除
く
六
撰
集
の
賀
歌
の
部
は
問
季
の
共
に

仇
置
し
て
い
る
。
と
の
伏
置
に
つ
い
て
折
口
信
夫
博
士
は
、

賀
歌
と
い
ふ
の
は
、
問
季
の
歌
と
深
い
関
聯
を
持
っ
て
ゐ
る
。
高

葉
巻
八
、
十
か
ら
推
し
て
来
る
と
賀
歌
は
宴
遊
の
中
で
賀
歌
を
う

〆
士
一
F

F

P

－F
1
h
nザ
A

－d
ァ‘、

た
ふ
ο

共
か
ら
出
て
ゐ
る
。
い
は
立
賀
歌
と
問
季
の
歌
と
い
ふ
も

の
は
、
同
じ
劫
機
で
生
れ
℃
来
る
も
の
で
あ
る
。
：
：
：
賀
歌
は
古

今
の
巻
一
か
ら
六
ま
で
の
四
季
の
歌
に
接
続
さ
せ
て
ゐ
る
の
は
、

理
巾
の
あ
る
乙
と
で
あ
る

Q

：
：
：
（
折
口
信
夫
著
日
本
文
学
史
ノ

ー
ト

1
二
百
五
十
一
只
）

と
、
賀
歌
が
凶
季
の
部
の
次
に
配
世
さ
れ
て
い
る
の
は
迎
山
白
あ
る

事
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
事
は
、
万
葉
を
も
研
究
し
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
以
上
の
様
な
即
山
も
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う

Q

一
方
、
後
撰
集
で
は
最
後
方
に
哀
傷
と
一
緒
に
な
っ
て
一
巻
を
成

し
て
い
る
し
、
千
載
は
問
季

l
別

l
抜
上
及
一
協
の
共
に
依
世
し
℃
い

る
Q

と
れ
等
も
又
、
理
巾
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
品
、
賀
歌
数
に
つ
い
て
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古
の
表
は
八
代
集
の
各
集
ご
と
に
賀
歌
数
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
ο

乙
の
去
に
よ
れ
ば
、
最
も
多
い
の
は
新
古
今
集
の
五
十
首
、
最

も
少
い
の
は
詞
花
集
の
十
二
一
首
で
あ
り
、
八
代
集
賀
歌
総
数
は
二
百



四
十
一
首
と
な
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
各
勅
撰
集
に
於
け
る
比
率
ぞ

調
査
す
る
に
、
金
一
葉
の
四
・
O
%
が
最
も
多
く
後
撰
集
の
了
二
%
が

最
も
少
い
の
で
あ
る
。

賀
歌
は
各
集
平
均
二
・
五
%
し
か
な
い
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
の

に
、
そ
の
千
均
の

1

一2
に
満
た
な
い
後
撰
集
の
賀
歌
数
に
何
か
特

別
の
理
巾
が
あ
り
そ
う
だ
ο

乙
の
事
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
事

に
し
て
、
賀
の
歌
は
微
々
た
る
も
D
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
他
の
部
と

比
殴
し
て
み
よ
う
。
先
ム
ア
各
集
と
も
有
し
て
い
る
部
と
の
比
較
。

中
心
は
四
季
紙
、
恋
歌
、
雑
歌
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
部
が
主
要

部
分
を
山
め
て
い
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
賀
歌
が
同
じ
定
ま
っ

た
部
と
も
一
五
い
な
が
ら
も
、
四
季
、
恋
、
雑
｝
の
歌
数
に
は
比
較
に
な

ら
な
い
よ
う
に
少
い
。
比
較
さ
れ
る
の
は
別
歌
の
み
で
あ
る
。
後
拾

遺
集
ま
で
は
別
歌
の
方
が
勝
っ
て
い
る
が
、
金
葉
、
千
載
、
新
古
今

に
な
る
と
‘
賀
歌
O
数
が
多
く
な
る
。
賀
歌
と
別
歌
は
一
方
は
視

ぃ
、
一
方
は
悲
し
み
と
も
対
象
的
な
部
で
あ
る
の
も
商
白
い
。

共
に
各
集
す
べ
て
に
は
備
っ
て
い
な
い
部
と
の
比
較
。
哀
傷
の
部

を
金
葉
、
詞
花
は
脱
し
て
い
る
が
他
の
集
で
は
多
く
の
歌
数
を
も
っ

部
で
あ
り
、
倒
底
賛
歌
の
及
ば
な
い
部
で
あ
る
。

賀
の
部
は
編
纂
態
度
と
し

τ、
部
、
位
置
は
定
め
ら
れ
て
い
た
も

の
の
、
別
歌
、
臨
時
疎
と
は
同
程
度
、
も
し
く
は
、
そ
れ
よ
り
も
低
い

意
識
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

O
後
撰
集
に
賀
歌
数
が
少
一
い
理
由
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
後
撰
の
賀
歌
は
特
別
少
い
よ
う
で
あ
る
。
と

の
瑚
山
を
考
え
る
に
は
、
先
ず
後
棋
集
の
特
徴
ぞ
み
て
み
よ
う
。

後
撰
集
の
部
立
は
、
示
、
夏
、
秋
、
冬
、
恋
、
雑
、
四
欄
放
？
慶

賀
、
哀
傷
と
な
っ
て
い
て
、
離
別
と
鴎
段
、
耐
町
民
賀
と
哀
傷
は
そ
れ
ぞ

れ
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
数
の
上
で
は
恋
の
歌
点
、
雑
歌
が

圧
倒
的
に
多
く
、
恋
歌
で
は
会
歌
数
の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。
大

休
に
於
て
、
会
歌
数
に
対
し
て
、
そ
の
部
の
歌
数
が
四
割
を
占
め
て

い
る
部
は
他
に
な
〈
、
と
の
後
隈
の
恋
部
以
外
に
は
見
出
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。

久
松
潜
一
氏
は
後
棋
集
に
つ
い
て
、
「
後
撰
集
に
は
三
つ
の
特
色

が
あ
る
。
贈
答
歌
が
多
い
こ
と
、
詞
書
が
長
い
と
と
、
詞
書
の
中
に

コ
一
人
称
で
脅
か
れ
た
も
の
の
あ
る
と
と
。
」
（
日
本
文
学
史
中
古
久

松
潜
一
編
二
百
十
七
頁

t
十
八
頁
）
等
、
叉
、
品
目
良
二
氏
の
論
文

に
も
、
後
段
集
に
は
贈
銭
円
歌
点
、
詞
書
の
長
い
乙
と
ぞ
指
摘
し
、
歌
物

語
的
契
機
の
特
質
が
あ
る
。
と
丑
一
口
わ
れ
て
い
る
。

政
物
語
の
骨
子
を
成
す
も
の
は
一
言
、
つ
ま
で
も
な
く
恋
の
歌
で
あ

り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
贈
答
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
詞
宝
自
の

長
く
な
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
棋
は
四
季
の
歌
に
ま
で
恋

ぞ
表
現
し
た
歌
が
多
数
を
占
め
℃
い
る
。

後
撰
集
の
賛
歌
に
は
二
組
の
贈
答
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
賀
歌
で

他
に
贈
答
歌
は
、
後
拾
遺
集
に
一
組
、
金
葉
集
に
一
組
合
ま
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
「
女
の
許
に
つ
か
は
し
け
る
」
と
言
う
詞

書
が
、
後
撰
の
賀
歌
に
一
例
見
出
さ
れ
る
。
と
の
よ
う
な
詞
書
は
他

の
賀
歌
に
は
み
ち
れ
な
い
。



恋
の
散
に
重
点
を
置
い
た
後
撰
撰
者
は
、
恋
と
贈
答
の
歌
に
な
る

要
素
の
乏
し
か
っ
た
賀
歌
を
、
少
数
に
と
い
λ

め
る
事
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う

Q

し
か
も
そ
れ
は
、
各
集
そ
な
え
て
い
る
賀
歌
の
性
質
と
は
少

し
趣
の
異
な
っ
た
性
伎
の
も
の
を
載
せ
る
に
と
ど
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
叉
賀
歌
の
位
置
も
哀
傷
と
共
に
一
巻
ぞ
成
し
、
最
後
方
に
泣
い

た
開
山
の
一
端
必
窺
え
る
。

賀
歌
は
大
体
に
於
い
て
数
が
少
い
が
、
そ
の
中
で
も
ま
た
後
撲
集

が
は
な
は
だ
全
欧
数
に
対
し
て
の
比
率
が
少
い
の
で
検
討
し
た
ま
で

で
あ
る
。
こ
れ
等
は
久
日
々
の
集
の
編
纂
意
識
が
呉
る
結
果
の
為
と
忠

わ
れ
る
。

四
、
賀
歌
の
内
容

付
ど
ん
な
場
台
に
詠
ま
れ
た
か

詞
書
じ
よ
り
賀
歌
の
内
容
冶
判
断
す
る
と
、
そ
の
種
類
は
、
算

賀
、
出
生
、
一
一
ん
版
（
裳
火
）
、
大
守
会
、
歌
合
、
前
栽
の
宴
、
根

合
、
山
川
知
の
使
、
贈
物
に
そ
へ
て
、
子
日
、
入
内
、
と
の
外
に
同
士
山
ら

ず
と
言
、
っ
歌
も
あ
る
。

算
賀
、
出
生
、
元
服
、
犬
舎
会
、
歌
合
の
時
と
討
書
し
た
歌
が
各

集
共
通
の
も
の
で
あ
る
ο

と
こ
ろ
が
算
賀
、
出
生
、
一
冗
服
等
の
制
。

席
で
詠
ま
れ
た
歌
は
後
拾
遺
ま
で
に
見
ら
れ
る
。
特
に
古
今
集
は
算

賀
の
時
と
出
生
会
刷
、
っ
歌
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
金
葉
、
千
殺
で
は

一
首
も
合
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

Q

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
拾
遺
か

ら
大
守
会
の
歌
が
採
り
入
れ
ら
れ
、
叉
そ
れ
と
共
に
、
歌
合
の
時
に

詠
ま
れ
た
歌
も
拾
遺
集
か
ら
は
み
ら
れ
る
。

こ
れ
等
は
時
代
D
推
移
に
よ
り
、
編
集
す
る
態
度
が
異
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

Q

以
上
の
調
書
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
次
に
詳
細
に
調
べ
る
事
に
す

るω

ω
算
賀

竹
芸
百
一
は
長
寿
ぞ
祈
る
会
で
も
八
代
集
に
於
い
て
は
山
卜
、

六
十
、
七
十
、
八
十
、
九
十
の
賀
の
範
囲
で
あ
る
。

も
と
や
す
の
み
こ
の
七
十
賀
の
う
し
ろ
の
昇
夙
に
よ
み
て
か
き

素
性
法
師 五，

1

け
る

古
に
あ
り
き
あ
ら
歩
ば
士
山
ら
ね
ど
も

千
年
の
た
め
し
芳
一
に
始
め
む

右
の
歌
は
川
寿
の
意
を
述
ペ
た
も
の
だ
。

き
だ
や
す
の
み
こ
の
き
さ
い
の
み
ぞ
の
五
十
賀
奉
り
け
る
、
御

日
肘
胤
に
似
の
花
の
ち
る
下
に
人
の
花
見
た
る
か
た
か
け
る
日
よ
め
る

藤
原
興
瓜

（
古
今
一
一
一
五
三
）
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徒
じ
す
ぐ
る
っ
き
日
は
お
も
ほ
え
で

花
見
て
く
ら
す
春
ぞ
少
な
き
（
古
今
ご
一
五
一
〉

右
の
歌
の
よ
う
に
同
じ
．
長
寿
を
祈
る
会
で
の
歌
の
場
合
で
も
前
の
歌

と
は
具
る
。
折
口
博
士
も
「
比
で
は
制
ひ
の
歌
に
な
ら
な
い
。
な
る

と
す
れ
ば
逆
説
の
形
に
お
い
て
で
あ
る
。
行
か
ら
扉
風
白
歌
さ
え
詠

ん
で
い
れ
ば
賀
の
歌
に
な
る
。
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
あ
な
が
ち
視

賀
の
意
に
の
み
拘
泥
し
な
い
の
で
あ
る
。

八
代
集
の
算
賀
の
歌
全
部
で
川
十
三
首
あ
る
が
、

そ
の
、
っ
φ

り
の
二



十
三
百
は
絵
に
な
り
詠
ま
れ
て
い
る
。
結
局
は
題
詠
と
同
じ
よ
う
な

事
に
な
る
ο

そ
こ
に
賀
の
意
味
の
出
方
が
薄
く
、
或
い
は
無
い
と
言

う
一
事
も
生
じ
得
る
が
、
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
「
昇
風
の
歌
さ
た

詠
ん
で
い
れ
ば
賀
歌
に
な
る
」
と
の
考
え
に
至
れ
ば
敢
え
て
問
題
に

す

る

必

要

も

な

さ

そ

う

だ

。

．

帥

犬

舎

会

一
や
治
一
冗
年
犬
舎
会
悠
紀
方
の
風
俗
歌
近
江
国

千
坂
の
森
を
よ
め
る
Q

参
議
俊
綱

君
が
代
の
数
に
は
し
か
じ
限
な
き

千
坂
の
浦
の
ま
さ
ど
な
り
と
も
（
千
載
六
三
六
）

右
の
よ
う
な
大
守
会
の
歌
は
古
今
集
に
於
い
て
は
、
大
歌
所
御
歌
の

部
に
五
首
桂
見
出
さ
れ
る
。

君
が
代
は
か
ぎ
り
も
あ
ら
じ
長
浜
の

ま
さ
ご
の
数
は
よ
み
つ
ノ
＼
す
と
も

犬
舎
会
の
歌
で
あ
り
、
明
ら
か
に
こ
れ
等
の
歌
は
賀
の
歌
で
あ
る
。

古
今
集
で
は
賀
の
部
に
入
れ
て
い
な
い
の
は
分
類
が
徹
底
し
て
い
な

か
っ
た
か
、
編
纂
態
度
の
相
違
に
よ
り
こ
の
様
に
な
っ
た
の
だ
ろ

、円ノ。

内

歌

合

古
今
、
後
選
集
。
賀
歌
に
は
歌
合
の
歌
が
一
首
も
採
り
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
他
の
部
で
は
そ
う
で
は
な
く
、
後
選
集
阜
、

金
葉
、
詞
花
集
等
よ
り
も
、
多
く
選
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
今
集
に
は
歌
合
の
歌
を
全
体
的
に
は
九
五
首
撰
入
し
て
い
な
が

』同ず、間引・ト・、

rz厄・）
b
九

2

3
・J

：
Z
コ
：
、

， ． ． 

ら
、
賀
歌
に
は
一
首
も
撰
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
古
今
集
に
探
入
さ
れ
て
い
る
歌
合
の
内
容
を
調
ぺ
て
み
る

と
、
足
貞
親
王
家
歌
合
、
寛
平
后
符
歌
合
、
亭
子
院
歌
合
等
で
、
中

で
も
宜
千
后
宮
の
歌
合
が
最
も
多
い
。
寛
平
后
官
歌
合
は
、
春
夏
秋

冬
及
び
恋
、
各
二
十
番
都
合
百
呑
で
あ
っ
た
ο

亭
子
院
歌
合
は
、
初

春
、
季
春
、
夏
、
恋
の
各
十
番
で
乙
の
時
代
の
歌
合
に
は
共
通
し
て

賀
に
関
係
し
た
「
視
」
の
脱
が
無
い
事
だ
。
千
安
前
期
の
歌
合
に

は
、
題
は
披
講
の
季
節
と
恋
の
範
囲
に
絶
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
子
安
後
期
の
歌
合
は
、
す
ぺ
て
の
歌
合
に
「
例
」
の
題

が
含
ま
れ
℃
い
る
Q

例
え
ば
、
新
古
今
集
に
撰
入
さ
れ
て
い
る
、
尺

喜
四
年
四
月
三
十
日
皇
后
官
春
杭
歌
合
は
、
左
は
春
の
景
物
、
右
は

秋
の
景
物
で
最
後
に
視
ぞ
そ
え
て
い
る
。
高
防
院
七
番
歌
合
も
、
桜

時
・
局
、
月
、
雲
、
加
の
五
間
各
七
番
、

歌
合
の
内
容
に
よ
っ
て
、
撰
入
の
有
無
が
考
え
ら
れ
る
。

今
ま
で
如
何
な
る
場
合
に
詠
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
算
賀
、
大
脅

会
、
歌
合
を
検
討
し
て
き
た
が
、
犬
舎
会
の
よ
う
に
各
勅
棋
集
各
々

の
編
纂
態
度
に
よ
り
撰
入
も
異
る
が
、
し
か
し
、
歌
合
の
場
合
の
よ

う
に
時
代
の
進
展
に
か
L
わ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

同
内
容
的
考
察

賀
歌
は
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
於
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
聞
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
長
寿
を
祝
う
、
御
代
を
寿

ぐ
、
民
の
富
め
る
を
賀
す
、
出
生
を
z州
、
っ
、
一
克
服
ぞ
祝
う
、
立
后
を

例
、
っ
、
題
詠
回
肝
風
に
よ
り
自
然
の
も
の
に
対
し
て
、
等
あ
る
が
、
長
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寿
、
御
代
を
祝
う
歌
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八
十
首
、
九
一

首
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
出
生
、
元
服
等
を
担
う
歌
が
大
部
分
を

占
め
て
い
る
。

一
般
に
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
長
寿
を
担
う
歌
は
少
く
な
う
て
い

る
に
反
し
て
、
御
代
を
寿
ぐ
歌
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

豆
、
表
現
に
つ
い
て

賀
の
歌
は
主
と
し
て
長
寿
を
祝
う
歌
が
中
心
と
な
っ
℃
い
る

rけ

に
、
直
接
自
然
必
詠
じ
て
い
る
歌
は
あ
ま
り
な
い
。
自
然
物
に
事
寄
せ

て
表
し
、
叉
比
輸
を
自
然
に
、
自
然
物
に
と
っ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

付
題

志

ら

ず

読

人

志

ら

・

ヂ

我
齢
君
が
や
ち
ょ
に
と
り
添
へ
て

留
め
お
き
で
は
忠
ひ
で
に
せ
よ
（
古
今
三
四
六
）

の
如
く
、
祝
の
乙
と
ぱ
吾
、
自
然
物
そ
の
他
何
も
介
在
す
る
事
な

く
、
直
接
詠
ん
で
い
る
。
と
D
類
の
も
の
巻
各
集
拾
っ
て
み
る
と
、

古

今

後

ム
ノ、

11~ 

拾

遺

後
拾
遺

金

葉

圭一
nH

七

四
面
白
い
結
果
と
な
る
。
詞
花
、
千
載
、
新
古
今
に
は
な
い
。
即

ち
、
時
代
が
下
る
と
と
の
よ
う
な
歌
は
み
ら
れ
な
い
。
乙
れ
等
は
題

詠
、
両
詠
の
場
合
で
な
い
と
言
、
っ
共
通
点
を
持
つ
歌
で
あ
る
。

口
自
然
物
、
叉
は
物
に
乙
と
ょ
せ
る
と
言
う
程
で
も
な
い
が
、

J

、
affd23L可
3
通
過
鶏
請
書
草
濁
著
書
轟
轟
君
事
喜

対
象
語
と
し
て
は
、
石
、
真
砂
、
農
水
、
月
日
等
で
右
の
語
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。

君
が
代
は
曇
り
も
あ
ら
じ
一
二
笠
山

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

嶺
に
朝
日
の
さ
L
む
か
ぎ
り
は
（
詞
花
一
六
一
ニ
）

．．．．．．．． 

君
が
代
は
天
の
か
ど
山
出
づ
る
日
の

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

て
ら
む
限
は
尽
し
と
ぞ
忠
ふ
（
千
載
六

O
八）

右
の
例
の
よ
う
に
、
同
一
素
材
を
扱
う
場
合
、
た
と
え
の
方
向
は
決

ま
つ
℃
い
る
。
素
材
が
限
定
さ
れ
、
表
現
も
同
一
方
向
と
な
れ
ば
、

類
型
が
め
だ
っ
は
や
。

国
更
に
賀
歌
で
は
、
動
物
、
植
物
を
詠
じ
と
ん
だ
即
ち
、
動
植

物
に
賀
の
意
を
添
え
た
も
の
を
可
成
り
見
出
し
得
る
。

動
物
に
あ
っ
て
は
鶴
、
千
烏
、
き
じ
（
拾
遺
二
六
六
一
首
の
み
）

時
烏
（
古
今
一
一
一
五
九
一
首
の
み
）
松
虫
（
拾
遺
三
六
一
の
一
首
の

み
）
等

が
ま
ふ
野
白
玉
の
ぞ
山
に
住
む
鶴
の
千
年
は
君
が
御
代
の
数
な
り

（
拾
遺
二
六
五
）
鶴
は
八
代
集
賀
歌
に
二
十
首
に
詠
じ
と
ま
れ
て
い

る
が
、
悌
は
止
臼
か
ら
人
の
長
生
の
視
一
マ
一
口
に
た
と
え
て
い
わ
れ
て
い
る

烏
で
あ
り
、
勿
論
、
賀
歌
に
於
い
て
は
好
ん
で
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

植
物
に
あ
っ
て
は
動
物
よ
り
も
種
類
が
多
く
、
松
、
栴
、
若
菜
、

桜
、
菊
、
竹
、
椿
．
桃
、
藤
、
常
磐
木
等
で
あ
り
植
物
に
あ
っ
て
も

素
材
を
限
定
し
‘
著
し
い
の
は
松
を
含
む
歌
が
会
歌
数
の
二
三
、

六
%
に
も
及
ん
で
い
る
と
言
、
っ
事
記
。
し
か
も
松
巻
詠
う
場
合
は
常

磐
‘
長
寿
と
一
言
う
賀
歌
で
あ
め
が
為
に
一
方
向
か
ら
の
み
詠
ま
れ
て
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い
る
。賀

歌
は
内
容
時
に
は
長
寿
の
祝
が
中
心
で
あ
り
、
叉
、
そ
の
他
の

視
を
表
現
す
る
の
に
も
、
定
ま
っ
た
素
材
（
た
と
え
）
に
よ
り
、
し

か
も
、
一
定
方
向
か
ら
の
警
え
方
を
し
て
い
る
が
故
に
賀
歌
は
類
型

化
が
目
立
つ
の
ぢ
と
思
う
。

一
方
、
類
型
化
し
た
も
白
に
、
日
付
風
の
歌
，
題
詠
等
が
考
え
ら
れ

る
。
日
肝
風
の
歌
は
描
か
れ
た
絵
に
制
約
さ
れ
る
し
、
題
詠
と
変
り
は

な
い
。
「
賀
歌
」
で
の
題
詠
は
こ
れ
ま
た
嗣
の
歌
と
な
る
上
う
な
題

で
一
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
示
す
と
、
竹
不
レ
改
レ
色
松
契
一
一

週
年
二
花
契
ニ
涯
年
一
、
鶴
契
二
週
年
一
、
花
有
一
一
喜
色
｝

等
で
あ
る
。
類
型
化
の
根
本
に
ば
扉
風
歌
点
、
題
詠
の
発
達
に
理
巾
が

あ
る
も
の
と
思
う
。

結

び

以
上
八
代
集
に
於
け
る
賀
歌
の
一
考
察
は
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
結
果
冶
ま
と
め
る
と
、

ωい
賀
歌
の
部
は
八
代
集
ナ
ペ
℃
有
す
る
部
で
あ
り
四
季
の
弐
に
位

置
す
る
部
で
あ
る
。

同
賛
歌
は
全
般
的
に
少
数
の
部
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
後
撰
集
が

特
に
少
い
。
乙
れ
は
理
由
の
一
部
分
で
は
あ
ろ
う
が
、
つ
ま
り
、
恋

の
歌
に
重
点
宇
佐
置
い
た
後
撰
撰
者
が
、
恋
と
贈
答
歌
に
な
る
要
素
の

乏
し
か
っ
た
賀
歌
を
、
少
数
に
と
ぞ
め
た
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
編
纂
意
識
の
相
違
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

国
賀
歌
は
算
突
の
時
、
大
挙
会
、
歌
合
の
時
、

そ
の
他
多
く
の
機

会
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
古
今
集
に
、
犬
舎
会
の
歌
が
大
御
所
御
歌
の

部
に
あ
る
。
大
守
会
の
歌
で
あ
り
、
明
ら
か
に
賀
の
歌
で
あ
る
。

賀
歌
の
部
に
入
れ
て
い
な
い
の
は
、
分
類
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た

か
、
又
は
古
今
集
の
編
纂
態
度
の
相
違
に
よ
っ
て
乙
の
よ
う
な
事
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

平
安
前
期
に
、
賀
歌
の
部
は
歌
合
の
歌
を
撰
入
し
て
い
な
い
。
古

今
集
の
ご
と
き
は
．
九
十
五
首
も
歌
合
の
歌
を
撰
入
し
て
い
る
の
に

古
今
の
賀
歌
部
は
、
一
首
も
撰
入
し
て
い
な
い
。
千
安
前
期
と
後
期

の
歌
合
の
題
の
相
違
に
よ
り
、
即
ち
、
後
期
に
な
る
と
、
「
祝
」
の

閣
が
加
え
ら
れ
た
為
、
前
期
は
、
賀
歌
に
適
す
る
歌
が
見
出
さ
れ
・
な

か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
乙
の
場
合
は
時
代
の
進
展
に
よ
る
も
の
と
言

え
る
。
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同
門
賀
歌
の
内
容
は
長
寿
、
御
代
の
長
久
が
中
心
で
あ
り
、
出
生
、

一
川
眼
、
裳
清
な
ど
を
祝
う
、
つ
ま
け
人
間
一
生
の
健
全
を
祝
福
す
る

歌
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
他
の
集
で
は
御
代
の
長
久
が
竜
一
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
の
に
古
今
集
で
は
一
首
も
含
ん
で
な
い
。

同
長
寿
や
そ
の
他
の
祝
い
を
表
現
す
る
の
に
、
定
ま
っ
た
素
材
に

よ
り
、
し
か
も
、
一
定
方
向
か
ら
の
讐
与
え
方
を
し
て
い
る
が
故
に
、

賀
歌
は
類
型
化
が
目
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。

一
定
素
材
に
よ
り
、
一
定
方
向
の
讐
え
方
を
し
て
い
る
が
為
も
あ

る
が
‘
そ
の
根
本
的
な
も
の
は
、
一
千
安
時
代
に
な
っ
て
の
扉
風

D

歌
、
題
詠
の
発
達
に
類
期
化
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と

思

う

。

（

三

十

三

年

度

卒

業

）




